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Ⅰ C Ⅰ 2  I T ベンチャ一企業の 経営戦略とイノベーション 創出プロセス 

0 成瀬正史，亀岡秋男 ( 北陸先端科学技術大学院大 ) 

はじめに この ょう な IT 産業の事業所数の 伸び率 

昨今の経済不況にも 関わらず多くの べン とは逆に、 創業希望者数に 対する創業実現 

チャ一企業が 輩出されている。 中でも IT 革 者数の増加傾向が 見られないのが 現状であ 

命によって急増加を 遂げた IT ベンチャ一 る ( 図 2 参照 ) 。 

を 始め、 ハイテクベンチヤ 一や環境、 バイ 

才などの分野のべンチャ 一企業も創出され 創業希望者と 創業実現卒の 推移 

てきている。 ～ 底 堅く存在する 前集希望者と 五期的に低下する 別集実現車～ 
Ⅰ 佐 " ⅠⅠに 川 Ⅰ 甘杜 ℡川キ 持 Ⅰ ゥ肝瑚 

近年、 IT 産業は IT 不況・ IT バブル崩壊     

と 呼ばれる状況にあ る。 しかし、 図 1 に 示 

されるよ う に 2000 年を期にインターネ、 ッ 

ト 業の伸び率の 鈍化やソフトウェア 業・ 情 

報 処理サービスは 数年の間、 微増に留まり 
  

ながらもソフト 系 IT 産業全体ではわずか 出所 : 中小企 粟白宙 

な伸び率を保っている。 このような中で 急 甘 2  群集 帝 共音 と窟 案文現車の推移 

成長を持続している IT ベンチャ一企業も 

少なくない。 これは、 起業家が持っアイディアや 技術 

を生かし起業に 結びつけるまでの 方策が依 

ソフト系Ⅱ産業の 集種別 ウ 業所数の推移 然 として不明確だからであ る。 会社を設立 
" 。 。 。 。 

" り 。 。 

し 、 ベンチヤ一企業として 社会に認識され 
。 ， ・・， 簗 ・   

ⅠⅠ 沖 ● "  "   る 前にも人材・ 経営能力、 資金調達、 販路 

  などのような 様々な問題点が 挙げられる。 

    本研究では創業を 検討している 起業家の 

  仁 "" Ⅰ """"" ために、 市場参入の方策を 検討する。 また、 

    IT ベンチャ一企業の 成功事例研究から 起業 

    家に焦点を当てそれを 取り巻く成功要因お 

  
" 舶 " 。 "  ' ㏄。 ロ "  れ ㏄ """  ' の f"'" 

よび起業プロセスの 分析を行う。 

(% 棚榊 ' 細鞍 " 牡 " 宙す " 榊且 " 宙牡 

出所 : 口上文正化 1. ベンチャ一企業インフラの 

ベンチャ一企業に 対する支援制度は 中小 
田 1  ソフト系 IT 産業の 圭 種別車乗所数の 推移 

企業創造活動促進法 (1995) や新事業創出 
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促進法 (1998) など多くの制度が 官主導に 

よって行われてきている。 

また、 ベンチャーキャピタルやインキュ 

ベーター、 技術に特化したべンチャ 一企業 

のための経営支援などにみられるべンチャ 

一企業を取り 巻く環境も整備されてきてい 

る。 

2. ベンチヤ一企業とは 

べンチャ一企業の 定義は明確なものとは 

されておらず、 研究者によってその 定義は 

異なる。 本研究においても 様々な文献レビ 

ューを行い、 独自の定義づけを 行った。 

本研究でのべンチャ 一企業とは、 「革新的 

な独自の技術・サービスを 持った、 成長性、 

機動性があ り環境適応能力の 備わった創業 

問もない企業」であ る。 

具体的には、 ①事業内容を 独自の技術， 

サービスとしていること、 ②売上高が増加 

傾向にあ ること、 ③創業 10 年以内であ るこ 

と、 ④従業員数が 300 人以下であ ることと 

する。 

また、 研究対象企業の 条件として上記ベ 

ンチヤ一企業の 定義を満たすもの、 ニッチ 

戦略をとっていること、 IT 産業 ( 情報サー 

ビス・ソフトク エア ) であ ることとした。 

これらによって 選定した企業は、 愛媛県 

松山市で創業された サイ ボウズ 社 と富山県 

高岡市で創業されたシ ー デー エ ル社であ る。 
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3. 1  サイ ホ タ ス社 

サイボウズ社はインターネ、 ット ，イント 

ラネ、 ット用 ソフトウェアの 開発、 販売を行 

っているべンチヤ 一企業であ る。 主要製品 

として Web グループウェアを 扱っている。 

創業者であ る高須賀 氏は 前職であ る松下 

電工時代のインフオシステム・センター ( 情 

報 システム部門 ) に所属し、 ネットワーク 

をはじめとする 社内システムの 構築に 操 っ 

ていた。 社内システムにおいて 大規模シス 

テムの導入・ 運用を行っていたことがノウ 

ハウとして蓄積された。 

1996 年には社内ベンチャー 制度を利用 

して設立された ダ イ・インターネットオペ 

レーションズ 株式会社の取締役副社長を 経 

験している。 

その 1 年後には創業メンバ 一であ る 畑氏 

と青野氏とともに サイ ボウズ株式会社を 設 

立している。 Web プラク ザ から簡単にアク 

セスするという 仕組みの掲示板プロバラム 

に衝撃を受け、 この考えをバループウェア 

に 活かせばニーズは 必ずあ ると確信したの 

であ る。 高須賀氏を含め、 創業メンバーは 

松下電工出身の 3 名であ り、 高須賀茂が経 

営、 畑 氏 が開発、 青野氏がマーケティンバ 

という具合に 役割分担を行 う ことによって 

スピードあ る経営を実現した。 

創業初期の資金不足には 固定費を削減す 

るためにも首都圏ではなく、 松山市で創業 

を行っている。 成長を遂げるごとに 4 度の 

本社移転を行い、 それに伴う人材の 拡充を 

行っている。 

サイボウズ社は Web のみの販売経路をと 

ることで地域格差を 解消し、 同時にコスト 

削減を実現している。 また、 Web 直販の ビ 

ジネ 、 スモデルをとるからにはホームページ 

到達者の母数拡大が 必至であ るため、 知名 

度向上のための 広告戦略としてインターネ、 
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、 ソト 広告や多数の 雑誌 掲 我を行っている。 

市場参入時にはバループク エア 市場は寡 

占状態であ り、 他社製品は大企業向けの 高 

価なものであ った。 Web べ ） スで 低コスト 

化を実現することで 徐々にシェアを 伸ばす 

ことに成功した。 

3. 2  シ ） デ 一ェ ル社 

シ ー デー エ ル社は EC モールや JAVA 、 

XML によるシステム 構築を行っている 企 

業であ る。 

創業者であ る松原氏は新素材・ 塗装業を 

現在も社長として 営んでいる。 シ ー デー エ 

ル社は当初まちづくり 事業からスタートし 

ている。 何 C モールであ る「とやまぁ、 ッ トド 

ットコム」は 松原氏が好む 富山の売薬さん 

をコンセプトに 立ち上げている。 

創業メンバ一には 一級建築士を 始めとし 

て 公認会計士や 色彩調色士など 多彩な人材 

となっている。 

松原氏は父親から 大同産業を受け 継ぎ、 

IT, 環境事業を担うシ ー デーエル社を 立ち 

上げた。 資本金はエンジェル ( 個人投資家 ) 

からの出資で 賄われた。 

富山県という 地域にあ りながらも競合他 

社がそれほど 少ないわげではないが、 産学 

表 1 

官の連携を推進することで 異業種間による 

相互作用および 地域のネットワークを 生み 

出している。 

コンセプトは 社長が持ちつっも、 その 思 

いと共感し、 それを形にする 社員の技術に 

よって新たなシステムの 構築も行われてい 

る。 首都圏との間に 人材や情報などの 点に 

おいて地域格差が 生じていると 感じている。 

地域貢献という 思いから創業しているから 

6 本社の移動は 考えていないということで 

あ る。 しかし、 市場および販路の 拡大とし 

て東京への進出は 視野に置いてあ る。 

新事業展開の 足がかりとしての 上場、 ま 

た 若者の雇用という 戦略を掲げて 新たなイ 

ノベーションの 創出を計っている。 

4. 事例分析 

事例研究を行った 企業のべンチヤ 一企業 

の 成功要因を「ベンチャ 一企業成功の 9 つ 

の要因」松田 (1998) を参考に抽出する ( 表 

2 参照 ) 。 

サイボクズ社の 成功要因としては、 高須 

賀 氏の目的を形にできた 最初の製品開発者 

であ る 畑 氏の存在であ る。 また、 高須賀茂 

としても既存の 製品に問題意識を 持ってい 

たことから明確なビジョンになったものと 

企棄俺 Ⅰ 
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表 2  ベンチャー今案成功の 9 Ⅰ 因 

考えられる。 
シ ー デー エ ル社の松原氏は 親が企業経営 

を行っていたということからも 自然に潜在 

的起業意識が 芽生えたものと 考えられる。 

そして親の代から 企業を譲り受け、 まちづ 

くりというコンセプトは 変わらずにシ ー デ 

ー エ ルを立ち上げたのであ る。 

企業成長タイプによって サイ ボウズ社の 

地域移住型は、 高須賀 氏 自らも地方と 都市 

とで人材・情報・ 資金の面において 地域格 

差は生じていると 感じ、 自社の成長と 共に 

本社を移転することで 人材の拡充を 行って 

いる。 これに対し、 シ ー デー エ ル社は人材 

拡充という点では 同じだがアプローチは 地 

元の若者の雇用を 行 う ため、 そして地域貢 

献を行 う ためにも富山から 本社の移動を 行 

っていない。 

おわりに 

成長を遂げているべンチャ 一企業は、 起 

業家を取り巻く 成功要因を併せ 持っている。 

また、 起業プロセスの 中で教育・職務経験 

および起業体験によって 起業への道が 開け 

ると考えられる。 

。 僻 
本研究を行 う にあ たって亀岡教授をはじ 

め研究室のみなさまにご 指導・ ご 助力いた 

だきましたことを 深く感謝致します。 

事例研究で取り 上げた株式会社シ ー デー 

エル社の松原社長にはお 忙しい中、 インタ 

ビュ一にご協力いただきこの 場を借りて深 

くお礼申し上げます。 
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